
問

児
童
・
生
徒
の
減
少

は
顕
著
だ
が
、
発
達
障
害

児
や
特
別
な
支
援
を
要
す

る
子
ど
も
は
増
加
傾
向
で

あ
る
。

第
２
期
鶴
岡
市
障
害
児

福
祉
計
画
（
令
和
３
年
３

月
）
で
は
、
「
健
診
の
受

診
指
導
を
推
進
」
と
掲
げ

て
い
る
。

法
定
健
診
の
１
歳
６
か

月
児
と
３
歳
児
健
診
、
さ

ら
に
任
意
に
よ
る
４
か
月

と
、
本
市
独
自
の
７
か
月

健
診
が
あ
る
。

健
診
の
未
受
診
者
と
受

診
指
導
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

令
和
４

年
度
の
１
歳
６
か
月
児
健

診
の
対
象
者
は
７
４
０
人

で
、
未
受
診
者
は
６
人
、

３
歳
児
健
診
の
対
象
者
は

７
８
５
人
で
、
未
受
診
者

は
８
人
と
な
っ
て
い
る
。

翌
年
度
の
健
診
や
医
療

機
関
で
の
健
診
に
よ
り
、

最
終
的
に
は
乳
幼
児
全
員

が
受
診
し
て
お
り
、
全
員

の
状
況
を
把
握
し
適
切
な

対
応
に
繋
げ
て
い
る
。

問

療
育
等
の
専
門
機
関

で
あ
る
県
立
「
こ
ど
も
医

療
療
育
セ
ン
タ
ー
庄
内
支

所
」
が
あ
る
。

計
画
に
は
、
発
達
段
階

に
あ
る
子
ど
も
の
、
全
て

の
障
害
種
目
に
対
応
し
た

医
療
や
、
療
育
体
制
を
整

え
た
施
設
と
な
る
よ
う
、

県
に
要
望
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
進
捗
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長

（
仮
称
）

庄
内
小
児
精
神
福
祉
医
療

セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
る
。

県
の
８
次
保
健
医
療
計

画
に
、
新
た
に
「
発
達
相

談
や
発
達
検
査
で
、
障
害

特
性
を
明
ら
か
に
す
る
体

制
の
整
備
を
図
り
ま
す
」

と
記
載
し
、
要
望
実
現
に

向
け
一
歩
前
進
し
た
と
捉

え
て
い
る
。

問

第
１
期
計
画
で
は
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
掲
げ
て
い
た

が
、進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
設

置
に
至
っ
て
は
い
な
い

が
、
４
つ
の
機
能
を
果
た

す
た
め
、
３
つ
の
事
業
を

実
施
し
、
県
と
市
の
指
定

事
業
所
と
な
る
こ
と
が
必

要
だ
。

国
の
方
針
で
は
、
未
設

置
の
市
町
村
で
は
、
同
等

の
機
能
を
持
つ
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。市

立
あ
お
ば
学
園
と
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
が
機
能
を
補
完
し
、
互

い
が
連
携
し
、
体
制
を
整

備
し
て
い
る
。

問

第
２
期
計
画
に
は
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

（
機
能
）
の
強
化
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
セ
ン
タ

ー
設
置
を
断
念
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

セ
ン
タ

ー
の
設
置
が
望
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
設
置

を
目
指
し
、
機
能
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

問

就
労
移
行
支
援
サ
ー

ビ
ス
か
ら
６
か
月
間
は
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、

実
勢
評
価
に
よ
り
翌
年
度

就
労
移
行
サ
ー
ビ
ス
費
の

報
酬
単
価
が
変
わ
る
。

し
か
し
、
実
際
は
無
報

酬
の
ま
ま
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
が
行
わ
れ
、
事
業
所
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
る
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実

施
期
間
に
お
け
る
市
独
自

の
報
酬
の
設
定
が
重
要
で

あ
る
が
、見
解
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

就
労
移

行
支
援
事
業
所
は
現
在
２

事
業
所
で
あ
る
。

他
地
域
の
実
施
状
況
を

確
認
し
、
定
着
状
況
等
を

検
証
し
、
関
係
省
庁
等
に

状
況
を
伝
え
、
改
善
の
働

き
掛
け
に
努
め
る
。

я
׮
ۯ
ඒ
࢞
ॼ
ڲ
Ɲ
ݢ
Ǆ
ࡦ
Ɓ
ƍ

を
。
②
中
学･

高
校
へ
、
男
性
向
け
の
魅

力
の
周
知
を
。
高
校
で
は
看
護
大
学
進

学
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
専
門
学
校

の
優
位
点

も
伝
え
る
必
要
あ
り
。

76

課
長

①
社
会
人
入
試
を
実
施
す
る
養

成
所
の
事
例
等
を
関
係
者
で
情
報
共
有

し
、
連
携
を
図
る
。
②
中
高
生
へ
の
説

明
会
、
高
校
生
向
け
体
験
セ
ミ
ナ
ー
、

小
中
学
生
向
け
出
前
授
業
で
、
仕
事
の

喜
び
、
厳
し
さ
、
県
内
養
成
施
設
の
魅

力
を
伝
え
て
い
る
。
男
子
生
徒
の
セ
ミ

ナ
ー
も
あ
り
、
男
性
看
護
師
か
ら
話
し

て
貰
う
事
も
あ
る
。
ご
意
見
を
貰
っ
た

点
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

▽
２
万
人
の
看
護
師
不
足
対
策
署
名
を

背
景
に
、
Ｈ

年
に
私
が
質
問
し
た
就

27

学
資
金
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
大
き
な
不

足
を
解
消
す
る
に
は
、
国
に
よ
る
看
護

師
の
抜
本
的
な
処
遇
改
善
が
必
要
で
す
。

医
療
を
大
切
に
す
る
政
治
を
！

（
県
議

関

徹
）

▽
県
議
会
２

月
定
例
会
の

厚
生
環
境
常

任
委
員
会
で
、

看
護
師
確
保

対
策
に
つ
い

て
改
め
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

関

修
学
資
金
貸
与
（
県
内
医
療
機
関

勤
務
で
返
済
免
除
）
が

人
か
ら
１
０

80

０
人
へ
拡
大
さ
れ
る
。
実
績
は
。

地
域
医
療
支
援
課
長

Ｈ

年
度
の
創

28

設
か
ら
Ｒ
４
年
度
ま
で
６
４
０
名
に
貸

与
し
４
０
８
名
貸
与
終
了
、
内
３
１
０

名
が
返
済
免
除
、
県
内
定
着
率

％
。

76

関

養
成
に
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
尽
く

す
必
要
が
あ
る
。
男
性
と
社
会
人
は
。

課
長

養
成
校
へ
の
男
性
入
学
は
Ｒ

５
年
度

名
。
全
生
徒
６
９
４
名
の
内

17

１
０
１
名
で

・

％
。
在
職
者
全
体

14

6

で
は
７
・
４
％
。
社
会
人
は
不
明
。

関

①
社
会
人
受
け
入
れ
拡
大
に
必

要
な
情
報
収
集
、
施
設
設
備
等
支
援
等
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２
月

日
の
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
で
、

29

日
本
共
産
党
の
坂
本
昌
栄
議
員
は
、
①
次
期
鶴
岡
市
障
害

者
保
健
福
祉
計
画
、
②
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
へ
の

支
援
、
③
荘
内
病
院
の
体
制
強
化
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ

ま
し
た
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
、
進
捗
は

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
援
助
は
、
午
前

８
時
か
ら
午
後

時
ま
で

10

は
収
入
に
応
じ
、
減
免
措

置
が
図
ら
れ
、
助
成
制
度

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
時
間
帯
再
設
定
を

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

働
く
時
間
帯
も
多
様
化

し
て
い
る
中
、
時
間
帯
の

設
定
を
再
度
検
討
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

健
康
福
祉
部
長

保
護
者

の
就
労
形
態
が
多
様
化
し

て
お
り
、
子
育
て
の
環
境

も
変
化
し
て
い
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
ニ
ー

ズ
や
実
態
な
ど
を
把
握

し
、
課
題
を
整
理
し
た
上

で
、
対
象
時
間
の
拡
大
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
3月21日入札分

・南町荒町大宝寺町線道路改良工事(債務負担行為)（宝町地内）（入札4業者）
ユーワ(株) 6,600,000円（6,740,000円）工期～7/31（落札率97.92％）
・井岡下清水線道路改良工事(債務負担行為)
中止

・宮の下宝谷線道路改良工事(債務負担行為)（黒川地内）（入札3業者）
(株)田川 23,300,000円（23,770,000円）工期～11/18(余裕期間設定工事)
（落札率98.02％）
・令和4年災第5752号市道泡滝大鳥線道路災害復旧工事(債務負担行為)（大
鳥地内）（入札5業者）
上野土木建設(株) 110,000,000円（112,250,000円）工期～11/29（落札率98.00％）

鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は

日
、
閉
会
し
ま
し

21

た
。市

当
局
提
案
の
議
案

は
、
議
会
最
終
日
に
追
加

提
案
さ
れ
た
財
産
の
取
得

１
件
（
小
学
校
教
師
用
教

科
書
及
び
指
導
書
）
５
４

０
２
万
５
１
０
円
、
令
和

６
年
度
当
初
予
算
な
ど
の

計

件
を
、
原
案
通
り
全

40
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

市
全
体
の
遊
び
場
整
備

構
想
な
ど
求
め
決
議

令
和
６
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
の
う
ち
、
「
キ

ッ
ズ
ド
ー
ム
ソ
ラ
イ
」
の

利
用
料
軽
減
実
証
事
業
に

関
す
る
附
帯
決
議
が
、
坂

本
昌
栄
議
員
他
４
人
の
提

案
で
上
程
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

実
証
事
業
は
３
４
０
万

円
を
計
上
し
、
夏
休
み
を

含
む
３
週
間
に
、
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
と
、
付
添

い
大
人
１
人
分
を
無
料
と

し
、
休
日
と
夏
休
み
の
１

日
最
大
１
５
０
組
、
夏
休

み
を
除
く
平
日
最
大

組
50

２０２４年３月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG フォ 共産党 無所属 公明党 創政クラブ

遠
藤
初
子

草
島
進
一

田
中　

宏

南
波　

純

石
井
清
則

工
藤　

博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

加
藤
鉱
一

本
間
信
一

中
沢
深
雪

阿
部　

寛

佐
藤
麻
里

秋
葉　

雄

富
樫
正
毅

黒
井
浩
之

佐
藤
博
幸

佐
藤
久
樹

本
間
正
芳

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

小
野
由
夫

本
間
新
兵
衛

渋
谷
耕
一

尾
形
昌
彦

「キッズドームソライ」の利用料軽減実証

事業に関する附帯決議
●●○○○○○○○○●●○●○○○○○○○○○○○

議
長

地方自治と沖縄の自己決定権を尊重し沖縄

県との十分な対話で基地問題の解決に臨む

ことを国に求める意見書の提出に関する請願

○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●●●●●

を
想
定
し
、
全
部

で
１
６
５
０
組
が

対
象
で
す
。

実
証
事
業
で

は
、
混
雑
す
る
際

の
安
全
性
や
、
予

約
、
利
用
枠
の
設

定
、
無
料
利
用
に

対
す
る
市
民
の
声

な
ど
を
検
証
し
、

通
年
実
施
の
可
否

等
を
判
断
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

附
帯
決
議
で

は
、①

子
育
て
世
代

全
般
に
受
益
の
公

平
性
を
担
保
、

②
市
全
体
の
遊

び
場
整
備
構
想
の

策
定
、

③
公
設
公
営
を

原
則
に
、
無
料
の

自
由
来
館
施
設
の

早
期
の
検
討
、
を

求
め
ま
し
た
。

辺
野
古
新
基
地

破
綻
は
明
白

請
願
は
１
件

で
、

「
地
方
自
治
と
沖
縄
の

自
己
決
定
権
を
尊
重
し
沖

縄
県
と
の
十
分
な
対
話
で

基
地
問
題
の
解
決
に
臨
む

こ
と
を
国
に
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請

願
」（
漆
山
ひ
と
み
）
は
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

長
谷
川
剛
議
員
は
賛
成

討
論
で
、
「
辺
野
古
新
基

地
建
設
の
破
綻
は
明
白
で

あ
り
、
工
事
を
直
ち
に
中

止
し
、
基
地
問
題
を
解
決

す
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。

問

鶴
岡
協
立
病
院
の
救

急
受
け
入
れ
の
縮
小
や
、

地
域
開
業
医
の
閉
鎖
等
が

あ
り
、
地
域
医
療
が
深
刻

さ
を
極
め
て
い
る
。

荘
内
病
院
の
現
在
の
医

師
体
制
と
看
護
師
の
充
足

率
、
救
急
搬
送
患
者
の
受

け
入
れ
状
況
は
ど
う
か
。

荘
内
病
院
事
務
部
長

歯

科
を
含
む
医
師
数
は
、
令

和
５
年
４
月
１
日
で

人
75

で
あ
り
、
６
年
４
月
１
日

の
見
込
み
は

人
だ
が
、

72

４
月
以
降
に
赴
任
予
定
が

あ
り
前
年
並
み
で
あ
る
。

１
人
診
療
科
や
、
常
勤

の
医
師
が
い
な
い
診
療
科

も
あ
る
。

看
護
師
は
令
和
３
年
度

は
５
０
２
人
、
４
年
度
は

５
１
０
人
、
５
年
度
は
４

９
２
人
で
、
６
年
度
は
現

在
４
８
８
人
の
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。

救
急
搬
送
患
者
は
、
令

和
５
年
度
は
１
月
ま
で
の

実
績
で
３
５
１
０
人
で
あ

り
、
前
年
同
月
比
で
４
２

４
人
増
加
し
、
鶴
岡
協
立

病
院
の
救
急
患
者
受
け
入

れ
体
制
の
縮
小
が
、
少
な

か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
。

地
域
医
療
の
提
供
を
維

持
す
る
た
め
、
医
師
と
看

護
師
等
の
確
保
に
鋭
意
努

力
し
て
い
る
。

問

医
療
機
関
で
医
療
機

器
の
共
同
利
用
は
、
多
く

の
課
題
は
あ
る
が
、
市
民

の
命
を
守
る
観
点
か
ら
、

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し

て
条
件
を
整
理
し
、
検
討

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

病
院
事
業
管
理
者

医
療

機
器
の
共
同
利
用
は
、
地

域
医
療
の
支
援
病
院
の
役

割
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

共
同
利
用
は
進

め
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
、
機
器

に
よ
っ
て
は
適
さ

な
い
も
の
も
あ

る
。

問

院
内
の
労
働

環
境
に
関
し
、
目

安
箱
の
設
置
後
の

状
況
と
、
記
載
内

容
へ
の
対
応
は
ど

う
か

荘
内
病
院
事
務
部

長

１
月
末
ま
で

に
１
３
８
件
の
投

稿
が
あ
り
、
時
間

外
労
働
の
削
減
や

業
務
の
ス
リ
ム

化
、
業
務
改
善
に

つ
い
て
の
意
見
が
最
も
多

く
、
全
体
の
６
割
で
あ
っ

た
。投

稿
は
毎
週
月
曜
日
に

取
り
ま
と
め
、
担
当
部
署

や
、
幹
部
職
員
と
情
報
共

有
し
て
い
る
。

当
初
は
原
則
非
公
開
と

し
て
い
た
が
、
３
月
以
降

投
稿
さ
れ
た
も
の
は
、
そ

の
対
応
を
含
め
原
則
公
開

と
し
た
。

問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

委
員
会
の
開
催
は
あ
っ
た

の
か
。

荘
内
病
院
事
務
部
長

こ

れ
ま
で
２
回
開
催
し
、
２

つ
の
事
案
が
あ
り
、
そ
の

対
応
を
審
議
し
て
い
る
。

問

委
員
会
審
議
後
の
対

応
は
ど
う
か
。

荘
内
病
院
事
務
部
長

ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
認
め
ら
れ

た
場
合
や
、
疑
い
が
あ
る

場
合
は
、
行
為
者
に
対
し

改
善
指
導
を
行
い
、
相
談

者
に
も
対
応
し
て
い
る
。

指
導
後
も
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
と
し
て
半
年
間
は

状
況
の
聞
き
取
り
や
、
改

善
状
況
等
の
確
認
を
行
っ

て
い
る
。

荘
内
病
院
の
医
師
・
看
護
師
体
制
は


